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②

  特別警報級の勢力  特別警報級の勢力
　大型で猛烈な台風 14号襲来　大型で猛烈な台風 14号襲来

　

９９
月月
1717
日
（
土
）
か
ら

日
（
土
）
か
ら
1818
日
（
日
）
に
か
け
て
、

日
（
日
）
に
か
け
て
、

大
型
で
猛
烈
な
台
風

大
型
で
猛
烈
な
台
風
1414
号
が
種
子
島
に
襲
来
し

号
が
種
子
島
に
襲
来
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

1818
日
（
日
）
に
は
、
特
別
警
報
級
の
勢
力
の
ま

日
（
日
）
に
は
、
特
別
警
報
級
の
勢
力
の
ま

ま
、
風
速

ま
、
風
速
2525m

/s
m
/s

以
上
の
暴
風
域
に
入
り
、
市

以
上
の
暴
風
域
に
入
り
、
市

内
で
は
暴
風
雨
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、

内
で
は
暴
風
雨
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、

1717
日
（
土
）

日
（
土
）
1717
時
か
ら
避
難
所

時
か
ら
避
難
所
2222
箇
所
を
設
置

箇
所
を
設
置

し
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

し
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
各
地
で
は
暴
風
雨
に
よ
り
、
倒
木
や
が

　

市
内
各
地
で
は
暴
風
雨
に
よ
り
、
倒
木
や
が

け
崩
れ
な
ど
で
一
部
道
路
が
通
行
止
め
と
な
り
、

け
崩
れ
な
ど
で
一
部
道
路
が
通
行
止
め
と
な
り
、

電
柱
の
倒
壊
や
広
い
地
域
で
の
停
電
、
家
屋
の

電
柱
の
倒
壊
や
広
い
地
域
で
の
停
電
、
家
屋
の

一
部
破
損
や
半
壊
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
、
暴

一
部
破
損
や
半
壊
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
、
暴

風
時
の
作
業
に
よ
る
ケ
ガ
な
ど
人
的
被
害
も
確

風
時
の
作
業
に
よ
る
ケ
ガ
な
ど
人
的
被
害
も
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

認
さ
れ
ま
し
た
。

人的被害 軽傷者 ２人

住家被害 一部破損 11 棟

非住家被害 半壊 ２棟

その他被害

ブロック塀等 ２箇所

船舶被害 １隻

崖くずれ 10 箇所

台風 14号による本市の被害状況台風 14号による本市の被害状況
　　　　　　　　　　　　（９月 22日時点）　　　　　　　　　　　　（９月 22日時点）

●
高
齢
者
等
避
難

　
　
　
　
　
（
警
戒
レ
ベ
ル
３
）

●
避
難
指
示

　
　
　
　
　
（
警
戒
レ
ベ
ル
４
）

●
緊
急
安
全
確
保

　
　
　
　
　
（
警
戒
レ
ベ
ル
５
）

避
難
に
時
間
が
か
か
る
方
（
高
齢
の
方
な
ど
）
は
、

危
険
な
場
所
か
ら
避
難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
な
場
所
か
ら
全
員
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
が
発
生
ま
た
は
切
迫
し
命
が
危
険
な
状
況
で
す
。

避
難
す
る
こ
と
も
危
険
で
す
の
で
、
直
ち
に
安
全
を
確

保
し
て
く
だ
さ
い
。

緊急 高 中

危険度 台
風
台
風
1414
号
で
避
難
情
報
を
発
令

号
で
避
難
情
報
を
発
令

倒木被害（立山）

道路の路肩決壊（古田）

　

市
で
は
、17
日（
土
）17
時
に「
避
難
指
示
」を
発
令
し
、

危
険
な
場
所
や
家
屋
な
ど
か
ら
全
員
避
難
す
る
よ
う
に

周
知
し
、
同
日
21
時
40
分
の
気
象
庁
に
よ
る
特
別
警
報

（
暴
風
・
波
浪
）
の
発
表
に
あ
わ
せ
て
「
緊
急
安
全
確
保
」

を
発
令
し
ま
し
た
。
ま
た
、
発
令
と
同
時
に
、
こ
れ
ま

で
に
経
験
を
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
台
風
災
害
と
な

る
恐
れ
が
あ
り
、
暴
風
が
実
際
に
吹
き
始
め
て
か
ら
の

屋
外
で
の
活
動
は
命
に
危
険
が
お
よ
ぶ
こ
と
に
つ
い
て

の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
情
報
は
、
防
災
ラ
ジ
オ
等
で
皆
様
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
災
害
時
は
市
が
発
令
す
る
避
難
情
報
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
て
も
、

安
全
な
場
所
（
建
物
）
か
ら
は
避
難
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

市政の窓 2022.11 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

跳跳

③

→
本
市
在
住:

林
さ
ん
（
上
段
左
か
ら
一
人
目
）

　　

９９
月月
1010
日
（
土
）、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
本
場
ハ
ワ
イ
の
マ
ウ
イ
島
で
開
催
さ
れ
た
フ

日
（
土
）、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
本
場
ハ
ワ
イ
の
マ
ウ
イ
島
で
開
催
さ
れ
た
フ

ラ
ダ
ン
ス
世
界
大
会
「

ラ
ダ
ン
ス
世
界
大
会
「K

ū M
ai K

a H
u
la 

K
ū M

ai K
a H
u
la 

２
０
２
２
（
ク
ー
・
マ
イ
・
カ
・
フ

２
０
２
２
（
ク
ー
・
マ
イ
・
カ
・
フ

ラ
」
に
本
市
在
住
の
林
加
奈
子
さ
ん
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
「

ラ
」
に
本
市
在
住
の
林
加
奈
子
さ
ん
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
「K

e
ali'i o N

ālan
i 

K
e
ali'i o N

ālan
i 

lāpana
lāpana

（
ケ
ア
リ
イ
・
オ
・
ナ
ー
ラ
ニ
日
本
校
）」
が
出
場
し
、

（
ケ
ア
リ
イ
・
オ
・
ナ
ー
ラ
ニ
日
本
校
）」
が
出
場
し
、kahiko

kahiko

（
古
典
フ
ラ
）

（
古
典
フ
ラ
）

の
部
１
位
、

の
部
１
位
、'Auana

'A
uana

（
現
代
フ
ラ
）
の
部
２
位
と
輝
か
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

（
現
代
フ
ラ
）
の
部
２
位
と
輝
か
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
「
本
場
で
あ
る
ハ
ワ
イ
で
自
分
た
ち
が
学
ん
で
き
た

　
「
本
場
で
あ
る
ハ
ワ
イ
で
自
分
た
ち
が
学
ん
で
き
たH

u
la

H
u
la

（
フ
ラ
）
が
ど
う
評
価

（
フ
ラ
）
が
ど
う
評
価

さ
れ
る
の
か
。
怖
く
も
あ
り
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
が
、
自
分
た
ち
の
表
現
を
す
る
こ

さ
れ
る
の
か
。
怖
く
も
あ
り
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
が
、
自
分
た
ち
の
表
現
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
つ
ら
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
耐
え
ら
れ
た
の
も
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る

と
が
で
き
た
。
つ
ら
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
耐
え
ら
れ
た
の
も
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
々
の
お
か
げ
。
感
謝
し
た
い
」
と
林
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

方
々
の
お
か
げ
。
感
謝
し
た
い
」
と
林
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　　

全
国
中
学
校
体
育
大
会
２
位
！

全
国
中
学
校
体
育
大
会
２
位
！

フ
ラ
ダ
ン
ス
世
界
大
会

　
　

本
場
ハ
ワ
イ
で
見
事
入
賞
！

　　

８
月
に
福
島
県
で
あ
っ
た
全
国
中
学
校
体

８
月
に
福
島
県
で
あ
っ
た
全
国
中
学
校
体

育
大
会
の
陸
上
女
子
走
り
高
跳
び
で
、
中
山

育
大
会
の
陸
上
女
子
走
り
高
跳
び
で
、
中
山

綾
音
さ
ん
（
種
子
島
中
学
校
２
年
）
が
２
位

綾
音
さ
ん
（
種
子
島
中
学
校
２
年
）
が
２
位

に
入
り
ま
し
た
。

に
入
り
ま
し
た
。

　

九
州
大
会
と
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手

　

九
州
大
会
と
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手

に
、
８
月
３
日
に
市
役
所
へ
報
告
に
訪
れ
て

に
、
８
月
３
日
に
市
役
所
へ
報
告
に
訪
れ
て

い
た
中
山
さ
ん
が
、
今
度
は
「
全
国
２
位
！
」

い
た
中
山
さ
ん
が
、
今
度
は
「
全
国
２
位
！
」

と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
手
に
、
再
び
市
役
所
を
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
手
に
、
再
び
市
役
所
を
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

九
州
大
会
で
も
表
彰
台
に
上
が
る
活
躍
で
し
た
が
「
実
力
が
発
揮
で
き
ず
に
悔
し

　

九
州
大
会
で
も
表
彰
台
に
上
が
る
活
躍
で
し
た
が
「
実
力
が
発
揮
で
き
ず
に
悔
し

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
中
山
さ
ん
。
九
州
大
会
後
の
様
子
に
つ
い
て
、
種
子
島
中
学

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
中
山
さ
ん
。
九
州
大
会
後
の
様
子
に
つ
い
て
、
種
子
島
中
学

校
柏
木
昇
校
長
は
「
九
州
大
会
２
位
と
い
う
成
績
も
十
分
立
派
な
の
に
、
大
会
報
告

校
柏
木
昇
校
長
は
「
九
州
大
会
２
位
と
い
う
成
績
も
十
分
立
派
な
の
に
、
大
会
報
告

を
受
け
た
際
に
悔
し
さ
が
に
じ
み
出
て
い
て
、
底
知
れ
な
い
も
の
を
感
じ
た
」
と
語

を
受
け
た
際
に
悔
し
さ
が
に
じ
み
出
て
い
て
、
底
知
れ
な
い
も
の
を
感
じ
た
」
と
語

り
、
負
け
ん
気
の
強
さ
や
高
み
を
目
指
す
姿
勢
に
は
、
指
導
者
の
岩
坪
陽
一
郎
氏
や

り
、
負
け
ん
気
の
強
さ
や
高
み
を
目
指
す
姿
勢
に
は
、
指
導
者
の
岩
坪
陽
一
郎
氏
や

県
陸
上
関
係
者
も
目
を
見
張
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

県
陸
上
関
係
者
も
目
を
見
張
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
ん
な
中
山
さ
ん
は
、
初
め
て
の
全
国
の
舞
台
で
実
力
を
発
揮
し
、
１
ｍ

　

そ
ん
な
中
山
さ
ん
は
、
初
め
て
の
全
国
の
舞
台
で
実
力
を
発
揮
し
、
１
ｍ
6060
㎝
を
㎝
を

１
回
で
成
功
。
身
長
は
１
５
６
㎝
と
小
柄
で
す
が
、
身
長
の
高
い
選
手
が
ず
ら
り
と

１
回
で
成
功
。
身
長
は
１
５
６
㎝
と
小
柄
で
す
が
、
身
長
の
高
い
選
手
が
ず
ら
り
と

並
ぶ
中
、
見
事
に
表
彰
台
を
射
止
め
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、「
目
標
は
女
子
の
県
中

並
ぶ
中
、
見
事
に
表
彰
台
を
射
止
め
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、「
目
標
は
女
子
の
県
中

学
記
録
で
あ
る
１
ｍ

学
記
録
で
あ
る
１
ｍ
6767
㎝
を
超
え
る
こ
と
。
次
か
ら
次
に
目
標
が
で
き
て
嬉
し
い
」

㎝
を
超
え
る
こ
と
。
次
か
ら
次
に
目
標
が
で
き
て
嬉
し
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
中
山
さ
ん
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
中
山
さ
ん
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

走
り
高
跳
び　

中
山
綾
音
さ
ん
（
種
子
中
２
年
）

走
り
高
跳
び　

中
山
綾
音
さ
ん
（
種
子
中
２
年
）

舞舞

全
国
を
決
め
た
ジ
ャ
ン
プ
＝
鹿
児
島
市
（
岩
坪
陽
一
郎
氏
提
供
）
写
真

市政の窓2022.11 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

④

市
内
各
地
で
盛
り
上
が
っ
た

　

運
動
会
・
体
育
大
会
の
様
子
を
一
部
お
届
け

　

走
る

　
　

踊
る

　
　
　

絆
を
深
め

　
　
　
　

伝
統
を
繋
ぐ

上西小 榕城小

住吉小

伊関小

下西小

古田小

伊関小

安納小

安城小

種子島中

国上小

現和小

種子島中

市政の窓 2022.11 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

榎
本
和
枝
さ
ん

　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

市
食
生
活
改
善
推
進
員
の
榎
本
和
枝

　

市
食
生
活
改
善
推
進
員
の
榎
本
和
枝

さ
ん
（
中
野
）
が
、
食
生
活
改
善
事
業

さ
ん
（
中
野
）
が
、
食
生
活
改
善
事
業

功
労
者
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

功
労
者
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

榎
本
さ
ん
は
、
昭
和

　

榎
本
さ
ん
は
、
昭
和
5757
年
４
月
以
来

年
４
月
以
来

4040
年
に
わ
た
り
、
食
生
活
改
善
推
進
員

年
に
わ
た
り
、
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
市
の
健
康
保
険
事
業
や
食
育
活

と
し
て
市
の
健
康
保
険
事
業
や
食
育
活

動
に
関
わ
り
、
郷
土
料
理
の
伝
承
、
レ

動
に
関
わ
り
、
郷
土
料
理
の
伝
承
、
レ

シ
ピ
本
の
作
成
、
地
産
地
消
と
い
っ
た

シ
ピ
本
の
作
成
、
地
産
地
消
と
い
っ
た

食
文
化
の
継
承
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

食
文
化
の
継
承
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

榎
本
さ
ん
は
、「
立
派
な
賞
を
い
た
だ

　

榎
本
さ
ん
は
、「
立
派
な
賞
を
い
た
だ

き
、
大
変
驚
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
種

き
、
大
変
驚
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
種

子
島
の
食
材
を
活
か
し
た
簡
単
レ
シ
ピ

子
島
の
食
材
を
活
か
し
た
簡
単
レ
シ
ピ

を
考
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

を
考
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

榎本 和枝さん（中央）

先
人
の
美
徳
を
継
承

　
　

紀
徳
祭
行
わ
れ
る
（
伊
関
）
　

９
月

　

９
月
2020
日
（
火
）、
伊
関
校
区
で
紀
徳

日
（
火
）、
伊
関
校
区
で
紀
徳

祭
が
行
わ
れ
、
校
区
の
関
係
者
や
伊
関

祭
が
行
わ
れ
、
校
区
の
関
係
者
や
伊
関

小
学
校
の
児
童
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

小
学
校
の
児
童
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

明
治

　

明
治
1818
年
９
月

年
９
月
2020
日
、
米
国
商
船
カ

日
、
米
国
商
船
カ

シ
ミ
ア
号
が
漂
着
し
、
先
人
た
ち
が
乗

シ
ミ
ア
号
が
漂
着
し
、
先
人
た
ち
が
乗

組
員
を
救
助
し
ま
し
た
。
そ
の
お
礼
に

組
員
を
救
助
し
ま
し
た
。
そ
の
お
礼
に

米
国
か
ら
大
金
が
贈
ら
れ
、
子
ど
も
の

米
国
か
ら
大
金
が
贈
ら
れ
、
子
ど
も
の

教
育
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
紀
徳
祭
は
、

教
育
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
紀
徳
祭
は
、

こ
の
先
人
の
美
徳
を
称
え
、
後
世
に
伝

こ
の
先
人
の
美
徳
を
称
え
、
後
世
に
伝

え
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

え
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
関
小
児
童
代
表
の
古
田
海
里
さ
ん

　

伊
関
小
児
童
代
表
の
古
田
海
里
さ
ん

（
６
年
）
は
、「
思
い
や
り
の
あ
る
先
人

（
６
年
）
は
、「
思
い
や
り
の
あ
る
先
人

の
美
徳
は
、
校
歌
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
。

の
美
徳
は
、
校
歌
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
美
徳
を
私
た
ち
が
受
け
継
い
で
い

こ
の
美
徳
を
私
た
ち
が
受
け
継
い
で
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

紀徳碑に向かって玉串奉典を行う様子

中
高
合
同「
未
来
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」を
行
い
ま
し
た

　

９
月

　

９
月
2020
日
（
火
）、種
子
島
中
学
校
で
、

日
（
火
）、種
子
島
中
学
校
で
、

種
子
島
高
校
生
と
合
同
の
「
未
来
ワ
ー

種
子
島
高
校
生
と
合
同
の
「
未
来
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

芝
浦
工
業
大
学
の
栗
島
英
明
教
授
か

　

芝
浦
工
業
大
学
の
栗
島
英
明
教
授
か

ら
西
之
表
市
の
現
状
と
２
０
５
０
年
の

ら
西
之
表
市
の
現
状
と
２
０
５
０
年
の

種
子
島
に
つ
い
て
学
び
、
よ
り
良
い
ま

種
子
島
に
つ
い
て
学
び
、
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
政
策
を
考
え
ま
し

ち
づ
く
り
の
た
め
に
政
策
を
考
え
ま
し

た
。
高
校
生
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

た
。
高
校
生
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と

な
り
、
中
学
生
の
意
見
を
集
約
。
農
家

な
り
、
中
学
生
の
意
見
を
集
約
。
農
家

支
援
や
空
き
家
の
活
用
な
ど
様
々
な
政

支
援
や
空
き
家
の
活
用
な
ど
様
々
な
政

策
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

策
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

種
子
島
中
２
年
の
倉
橋
明
日
香
さ
ん

　

種
子
島
中
２
年
の
倉
橋
明
日
香
さ
ん

は
、「
普
段
関
わ
り
の
な
い
高
校
生
と
一

は
、「
普
段
関
わ
り
の
な
い
高
校
生
と
一

緒
に
活
動
し
、
考
え
を
よ
り
深
め
る
こ

緒
に
活
動
し
、
考
え
を
よ
り
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

と
が
で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

９
月

　

９
月
1313
日
か
ら

日
か
ら
1515
日
に
か
け
て
「
令

日
に
か
け
て
「
令

和
４
年
電
気
学
会
基
礎
・
材
料
・
共
通

和
４
年
電
気
学
会
基
礎
・
材
料
・
共
通

部
門
大
会
」
が
市
民
会
館
に
て
開
催
さ

部
門
大
会
」
が
市
民
会
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

電
気
技
術
全
般
に
関
す
る
研
究
調
査

　

電
気
技
術
全
般
に
関
す
る
研
究
調
査

活
動
の
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
る
中
、
特

活
動
の
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
る
中
、
特

別
講
演
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
種
子
島
高

別
講
演
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
種
子
島
高

校
生
物
生
産
科
の
生
徒
８
名
が
舞
台
に

校
生
物
生
産
科
の
生
徒
８
名
が
舞
台
に

立
ち
ま
し
た
。

立
ち
ま
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
や
パ
ッ
シ
ョ
ン

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
や
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
の
殻
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

フ
ル
ー
ツ
の
殻
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

な
ど
、
日
頃
研
究
し
て
き
た
取
組
や
、

な
ど
、
日
頃
研
究
し
て
き
た
取
組
や
、

鹿
児
島
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
意
見

鹿
児
島
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
意
見

発
表
大
会
で
受
賞
し
た
内
容
を
堂
々
と

発
表
大
会
で
受
賞
し
た
内
容
を
堂
々
と

発
表
し
ま
し
た
。

発
表
し
ま
し
た
。

種
子
高
生
が
堂
々
と
研
究
発
表

⑤ 市政の窓2022.11 月号
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⑥

左から南永小の日髙教頭、南さん、山下さん、
　　　　　　　　　　　　　　　　　榕城小の大田校長

故 

﨑
田 

保 

氏
（
元
熊
毛
地
区
消
防
組
合
消
防
司
令
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瑞
宝
単
光
章
を
伝
達

　

今
年
６
月
２
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
﨑

　

今
年
６
月
２
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
﨑

田
保
氏
に
、「
瑞
宝
単
光
章
」
の
授
与
が

田
保
氏
に
、「
瑞
宝
単
光
章
」
の
授
与
が

決
定
さ
れ
、
９
月

決
定
さ
れ
、
９
月
2222
日
（
木
）
に
ご
家

日
（
木
）
に
ご
家

族
へ
、
八
板
市
長
か
ら
叙
勲
の
伝
達
を

族
へ
、
八
板
市
長
か
ら
叙
勲
の
伝
達
を

行
い
ま
し
た
。

行
い
ま
し
た
。

　

故

　

故  

﨑
田
保
氏
は
、
昭
和

﨑
田
保
氏
は
、
昭
和
4949
年
４
月
１

年
４
月
１

日
以
来
、
消
防
職
員
と
し
て

日
以
来
、
消
防
職
員
と
し
て
3232
年
も
の

年
も
の

永
き
に
わ
た
り
、
職
務
を
精
励
さ
れ
る

永
き
に
わ
た
り
、
職
務
を
精
励
さ
れ
る

と
と
も
に
、
消
防
職
員
及
び
団
員
へ
の

と
と
も
に
、
消
防
職
員
及
び
団
員
へ
の

教
育
訓
練
、
防
火
防
災
思
想
の
普
及
徹

教
育
訓
練
、
防
火
防
災
思
想
の
普
及
徹

底
な
ど
、
熊
毛
地
区
消
防
組
合
の
発
展

底
な
ど
、
熊
毛
地
区
消
防
組
合
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
の
交
流　

伊
佐
市
立
南
永
小
児
童
が
榕
城
小
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

　　

1010
月
４
日
（
火
）、
伊
佐
市
立
南
永
小

月
４
日
（
火
）、
伊
佐
市
立
南
永
小

学
校
の
児
童
６
年
生
２
名
が
修
学
旅
行

学
校
の
児
童
６
年
生
２
名
が
修
学
旅
行

で
来
島
し
、
榕
城
小
学
校
を
訪
れ
ま
し

で
来
島
し
、
榕
城
小
学
校
を
訪
れ
ま
し

た
。
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
交
流
学
習
は
で
き
ま
せ
ん
で

と
し
て
交
流
学
習
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
南
永
小
の
南
ひ
よ
り
さ
ん
と

し
た
が
、
南
永
小
の
南
ひ
よ
り
さ
ん
と

山
下
太
我
さ
ん
か
ら
、
南
永
小
独
自
の

山
下
太
我
さ
ん
か
ら
、
南
永
小
独
自
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
手
作
り
キ
ー

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
手
作
り
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
と
、
榕
城
小
６
年
生
に
向
け

ホ
ル
ダ
ー
と
、
榕
城
小
６
年
生
に
向
け

た
手
紙
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

た
手
紙
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

南
さ
ん
と
山
下
さ
ん
は
、「
姉
妹
都
市

　

南
さ
ん
と
山
下
さ
ん
は
、「
姉
妹
都
市

と
し
て
、
今
後
も
交
流
が
続
け
ら
れ
た

と
し
て
、
今
後
も
交
流
が
続
け
ら
れ
た

ら
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ら
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

産
業
現
場
等
に
お
け
る
実
習
を
行

い
ま
し
た
（
中
種
子
養
護
学
校
）

　　

1010
月月
1111
日（
火
）か
ら

日（
火
）か
ら
1010
月月
2121
日（
金
）

日（
金
）

ま
で
の
９
日
間
、
中
種
子
養
護
学
校
高

ま
で
の
９
日
間
、
中
種
子
養
護
学
校
高

等
部
の
生
徒
が
、
各
職
場
で
現
場
実
習

等
部
の
生
徒
が
、
各
職
場
で
現
場
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

　

種
子
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
実
習
を

　

種
子
島
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
実
習
を

行
っ
た
羽
嶋

行
っ
た
羽
嶋
遊遊し

ょ
ー
と

し
ょ
ー
と

撃
主
撃
主
さ
ん
（
２
年
）
は
、

さ
ん
（
２
年
）
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
回
収
し
た
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
回
収
し
た
ご
み
の

解
体
・
分
別
作
業
を
体
験
。
現
場
に
は
、

解
体
・
分
別
作
業
を
体
験
。
現
場
に
は
、

同
校
出
身
で
入
社
２
年
目
の
日
髙

同
校
出
身
で
入
社
２
年
目
の
日
髙
暉暉ひ
か
る

ひ
か
る生生

さ
ん
が
お
り
、
日
髙
さ
ん
か
ら
丁
寧
な

さ
ん
が
お
り
、
日
髙
さ
ん
か
ら
丁
寧
な

指
導
を
受
け
な
が
ら
作
業
し
ま
し
た
。

指
導
を
受
け
な
が
ら
作
業
し
ま
し
た
。

　

羽
嶋
さ
ん
は
、「
解
体
す
る
作
業
が
楽

　

羽
嶋
さ
ん
は
、「
解
体
す
る
作
業
が
楽

し
か
っ
た
。
大
変
な
現
場
だ
が
、
同
じ

し
か
っ
た
。
大
変
な
現
場
だ
が
、
同
じ

学
校
出
身
の
先
輩
が
い
て
、
と
て
も
頼

学
校
出
身
の
先
輩
が
い
て
、
と
て
も
頼

り
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

り
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

共に作業に取り組む羽嶋さん（左）と日髙さん（右）

一
つ
の
種
か
ら
た
く
さ
ん
の
落
花
生
！
現
和
小
児
童
、
収
穫
楽
し
む

　　

９９
月月
2121
日
（
水
）、
現
和
小
学
校
３
・

日
（
水
）、
現
和
小
学
校
３
・

４
年
生
の
児
童
が
、
５
月
に
植
え
た
落

４
年
生
の
児
童
が
、
５
月
に
植
え
た
落

花
生
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

花
生
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　

鮫
島
市
憲
さ
ん
（
下
之
町
）
の
指
導
の

　

鮫
島
市
憲
さ
ん
（
下
之
町
）
の
指
導
の

も
と
、
児
童
は
落
花
生
の
株
を
引
き
抜

も
と
、
児
童
は
落
花
生
の
株
を
引
き
抜

き
、
一
つ
ひ
と
つ
の
実
を
丁
寧
に
ち
ぎ
っ

き
、
一
つ
ひ
と
つ
の
実
を
丁
寧
に
ち
ぎ
っ

て
バ
ケ
ツ
に
入
れ
ま
し
た
。
土
だ
ら
け

て
バ
ケ
ツ
に
入
れ
ま
し
た
。
土
だ
ら
け

に
な
り
な
が
ら
も
、
形
や
大
き
さ
を
観

に
な
り
な
が
ら
も
、
形
や
大
き
さ
を
観

察
し
な
が
ら
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

察
し
な
が
ら
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

榎
本

　

榎
本
海海う

み

う

み碧碧
さ
ん
（
３
年
）
は
、「
一
つ

さ
ん
（
３
年
）
は
、「
一
つ

の
種
か
ら
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
実
が

の
種
か
ら
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
実
が

な
っ
て
い
て
、
お
も
し
ろ
い
。
収
穫
し

な
っ
て
い
て
、
お
も
し
ろ
い
。
収
穫
し

た
落
花
生
は
、
家
族
と
お
い
し
く
食
べ

た
落
花
生
は
、
家
族
と
お
い
し
く
食
べ

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市政の窓 2022.11 月号
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88
歳
（
米
寿
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

１
０
１
歳
以
上
敬
老
訪
問

令
和
４
年
度
西
之
表
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　　

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
の
長
寿
を
祝
福
し
敬
老
の
意
を

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
の
長
寿
を
祝
福
し
敬
老
の
意
を

表
す
る
た
め
、
対
象
者
の
皆
様
に
は
、
西
之
表
市
か
ら
感

表
す
る
た
め
、
対
象
者
の
皆
様
に
は
、
西
之
表
市
か
ら
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
賞
状
と
記
念
品
と
敬
老
金
を
贈

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
賞
状
と
記
念
品
と
敬
老
金
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

呈
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
対
象
者
（
昭
和
８
年

　

今
年
度
の
対
象
者
（
昭
和
８
年
1010
月
１
日
〜
昭
和
９
年

月
１
日
〜
昭
和
９
年

９
月
９
月
3030
日
生
で
、
同
月

日
生
で
、
同
月
3030
日
で
満

日
で
満
8888
歳
と
な
る
方
）
は

歳
と
な
る
方
）
は

１
４
３
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

１
４
３
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
、
敬
老
の
日
を
健
や
か
に
迎

　

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
、
敬
老
の
日
を
健
や
か
に
迎

え
ら
れ
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

え
ら
れ
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
で
明
る
く
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す

　

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
で
明
る
く
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す

様
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

様
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　　

９
月
９
月
1414
日
（
水
）、
１
０
１
歳
以
上
の
高
齢
者
の
長
寿
を

日
（
水
）、
１
０
１
歳
以
上
の
高
齢
者
の
長
寿
を

祝
福
し
敬
老
の
意
を
表
す
る
た
め
、
敬
老
金
と
賞
状
を
贈

祝
福
し
敬
老
の
意
を
表
す
る
た
め
、
敬
老
金
と
賞
状
を
贈

り
ま
し
た
。
例
年
、
市
長
、
議
長
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

り
ま
し
た
。
例
年
、
市
長
、
議
長
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
が
対
象
者
を
訪
問
し
、
直
接
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
っ

会
長
が
対
象
者
を
訪
問
し
、
直
接
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め
、
訪
問
は
と
り
や
め
、
施
設
職
員
や
ご
家
族

予
防
の
た
め
、
訪
問
は
と
り
や
め
、
施
設
職
員
や
ご
家
族

を
通
じ
て
の
贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

を
通
じ
て
の
贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

　

西
之
表
市
で
は
、
９
月

　

西
之
表
市
で
は
、
９
月
3030
日
現
在
で
１
０
１
歳
以
上
の

日
現
在
で
１
０
１
歳
以
上
の

方（
大
正

方（
大
正
1010
年
９
月

年
９
月
3030
日
以
前
生
）は
、

日
以
前
生
）は
、1414
名（
女
性
）で
す
。

名（
女
性
）で
す
。

ま
た
、
最
高
齢
者
は
１
０
４
歳
の
長
田
ミ
ヲ
さ
ん
（
大
正

ま
た
、
最
高
齢
者
は
１
０
４
歳
の
長
田
ミ
ヲ
さ
ん
（
大
正

７
年
９
月

７
年
９
月
1515
日
生
）
で
す
。

日
生
）
で
す
。

　　

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

西
之
表
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

西
之
表
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

〈〈
９
月
９
月
1616
日
（
金
）〉

日
（
金
）〉
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
〈

及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
〈
９
月
９
月
2727
日
（
火
）〉

日
（
火
）〉

が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
あ
っ
ぽ
〜

あ
っ
ぽ
〜

ら
ん
ど
で
開
催
さ
れ
、
４
校
区
か
ら

ら
ん
ど
で
開
催
さ
れ
、
４
校
区
か
ら
7070
人
の
選
手
が
参
加
し
、
グ
ラ
ウ

人
の
選
手
が
参
加
し
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
市
営
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
６
校
区
か
ら

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
市
営
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
６
校
区
か
ら

１
０
０
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。
県
大
会
予
選
も
兼
ね
て
お
り
、

１
０
０
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。
県
大
会
予
選
も
兼
ね
て
お
り
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

※
各
優
勝
者
は

※
各
優
勝
者
は
1010
月月
2727
日
に
鹿
児
島
市

日
に
鹿
児
島
市

で
開
催
さ
れ
る
鹿
児
島
県
老
人
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
る
鹿
児
島
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
・
県
創
立

連
合
会
・
県
創
立
6060
周
年
記
念
夢
と
き
め

周
年
記
念
夢
と
き
め

き
鹿
児
島
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
参
加

き
鹿
児
島
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
参
加

予
定
で
す
。

予
定
で
す
。

最
高
齢
参
加
者
の
表
彰

最
高
齢
参
加
者
の
表
彰

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

　

石
元　

助
藏
さ
ん
（

　

石
元　

助
藏
さ
ん
（
8989
歳
）
歳
）

　

青
野　

正
和
さ
ん
（

　

青
野　

正
和
さ
ん
（
8888
歳
）
歳
）

　

上
妻　

榮
子
さ
ん
（

　

上
妻　

榮
子
さ
ん
（
7979
歳
）
歳
） 【

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

　

射
場　

利
雄
さ
ん
（

　

射
場　

利
雄
さ
ん
（
9292
歳
）
歳
）

　

丸
山　

ハ
ナ
子
さ
ん
（

　

丸
山　

ハ
ナ
子
さ
ん
（
8989
歳
）
歳
）

　

折
田　

扶
美
子
さ
ん
（

　

折
田　

扶
美
子
さ
ん
（
8989
歳
）
歳
）

　

上
妻　

榮
子
さ
ん
（

　

上
妻　

榮
子
さ
ん
（
7979
歳
）
歳
）

　【　【ゲートボール】ゲートボール】
優勝　　　川迎チーム優勝　　　川迎チーム
準優勝　　上石寺チーム準優勝　　上石寺チーム
３位　　　深川チーム３位　　　深川チーム

【グラウンドゴルフ】【グラウンドゴルフ】
優勝　　　松畠チーム優勝　　　松畠チーム
準優勝　　西町チーム準優勝　　西町チーム
３位　　　野首チーム３位　　　野首チーム

グラウンドゴルフ優勝　松畠チーム
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⑧

市
長
独
言
№ 67
…
火
縄
銃
が
つ
な
ぐ
友
好

　

琵
琶
湖
の
北
東
に
位
置
す
る
滋
賀
県
長
浜
市
の
長
浜
城
歴
史
博
物
館
に
、
戦
国
時
代

に
活
躍
し
た
男
女
３
人
の
声
を
聞
か
せ
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
天
下
統
一
へ
と
突

き
進
む
織
田
信
長
軍
に
攻
め
落
と
さ
れ
た
小
谷
城
主
・
浅
井
長
政
と
、
戦
功
に
よ
り
城

持
ち
武
将
と
な
っ
た
豊
臣
秀
吉
、
お
ね
夫
婦
と
の
組
み
合
わ
せ
は
「
湖
国
長
浜
」
の
歴

史
を
代
表
す
る
顔
ぶ
れ
で
す
。
肖
像
画
か
ら
頭
部
の
骨
格
、
肉
づ
き
な
ど
を
も
と
に
合

成
し
た
声
は
不
思
議
な
リ
ア
ル
さ
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
秀
吉
の
声
は
私
の
亡
き
叔
父
さ
ん
、
お
ね
は
叔
母
さ
ん
の
声
に
、
よ
く
似
て
い
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
顔
も
」

　

そ
ん
な
突
飛
な
感
想
を
私
が
口
に
す

る
と
、
福
井
智
英
館
長
は
「
そ
れ
は
そ

れ
は
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
し
た
。

　

長
政
の
妻
は
信
長
の
妹
お
市
（
い
ち
）

の
方
。
娘
３
人
の
う
ち
長
女
茶
々
（
淀

君
）
は
秀
吉
の
側
室
。
次
女
初
は
小
浜

藩
主
京
極
高
次
に
、
３
女
江
（
ご
う
）

は
江
戸
幕
府
の
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
に

嫁
ぎ
ま
す
。
湖
北
地
域
は
支
配
者
を
変

え
て
栄
え
、
今
に
至
り
ま
す
。

　

小
谷
城
攻
め
の
功
で
浅
井
氏
の
領
地

を
拝
領
し
た
秀
吉
は
、当
時
の
地
名
「
今
浜
」
を
「
長
浜
」
と
改
め
１
５
７
３
（
天
正
元
）

年
、
長
浜
城
を
築
き
ま
し
た
。
日
本
史
の
舞
台
と
し
て
繰
り
返
し
登
場
す
る
長
浜
市
と

西
之
表
市
が
友
好
都
市
の
盟
約
を
結
ん
だ
の
は
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
。
堺
、
根
来

と
並
ぶ
鉄
砲
生
産
地
と
な
っ
た
国
友
の
伝
統
を
伝
え
る
国
友
鉄
砲
研
究
会
と
種
子
島
火

縄
銃
保
存
会
と
の
市
民
交
流
が
始
ま
り
で
し
た
。

　

今
年
10
月
、
第
37
回
長
浜
火
縄
銃
大
会
に
参
加
す
る
種
子
島
の
鉄
砲
隊
と
と
も
に
私

も
長
浜
市
を
訪
ね
ま
し
た
。
浅
見
宣
義
市
長
と
友
好
を
語
り
合
い
、
来
年
２
０
２
３
年

は
長
浜
城
築
城
か
ら
４
５
０
年
、
鉄
砲
伝
来
か
ら
４
８
０
年
に
あ
た
る
こ
と
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
歴
史
を
縁
と
す
る
交
流
を
深
め
、
未
来
に
つ
な
い
で
い
き

た
い
と
願
い
ま
す
。  

火縄銃演武を終えた種子島鉄砲隊と

【材料】（4人分）
冬
とうがん

瓜………700g
だし汁……2.5 カップ
薄口醤油…大さじ 2
みりん……大さじ 2
豚ひき肉…300g
長ねぎ……100g

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 186 弾第 186 弾
★ご飯にかけてもおいしい

冬冬
とうがんとうがん

瓜瓜のカレーあんかけのカレーあんかけ
だし汁……1.5カップ
酒…………大さじ 2
カレー粉…大さじ1.5
みりん……大さじ 2
薄口醤油…大さじ 2
片栗粉……大さじ1.5
水…………大さじ1.5

【作り方】
① 冬

とうがん

瓜は皮をむき、種を取り 4㎝角に切って下茹でする。

② 鍋にⒶⒶの調味料との調味料と冬冬
とうがんとうがん

瓜瓜を入れ、ゆっくり煮含める。を入れ、ゆっくり煮含める。

③ 長ねぎをみじん切りにする。緑の葉の部分は別にして刻んでおく。

④ 別の鍋にⒷの調味料を入れて煮立て、豚ひき肉と長ねぎを入れる。

⑤ 火が通ったら、水溶き片栗粉でとろみをつけ、長ねぎの葉の部分を入れる。

⑥ 器に⑥ 器に冬冬
とうがんとうがん

瓜瓜を盛り、⑤のカレーあんをかける。を盛り、⑤のカレーあんをかける。

［ⒷⒷ［ⒶⒶ
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　最近、私有地内において、家電や廃タイヤ、
空き缶・ビンなどを不法投棄されたとの相談が
多く寄せられています。不法投棄され、投棄者
が特定できなかった場合、土地の管理者（所有者）
が処理を行うことになり、処理するために多大
な費用を負担することになります。
　不法投棄・ポイ捨ては重大な犯罪です。不法
投棄を絶対にすることがないよう、ごみの適正
な処理をお願いします。また、土地の管理者（所
有者）は、事前の予防策を行い、不法投棄され
にくい環境を作りましょう。

不法投棄・ポイ捨ては犯罪です。‐11月は不法投棄防止強化月間‐
◆ 予防策（例）
　定期的な清掃・草刈り、看板・ロープ・柵の
設置
◆ 不法投棄を発見した場合
　土地の管理者（所有者）に知らせ、警察署へ
届け出てください。
◆ 不法投棄を行った場合（罰則）
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物
処理法）により、５年以下の懲役もしくは 1,000
万円以下の罰金またはこれを併科される場合が
あります。（法人の場合は３億円以下の罰金）

■問合せ先
　市役所市民生活課環境安全係
　☎ 22‐1111内線 304

▲ 上西（池之久保） ▲ 現和（西俣）

■問合せ先（児童虐待についての相談窓口）
　《児童相談所全国共通３ケタダイヤル》
　☎局番なし１８９（いちはやく）
　《西之表市福祉事務所市民総合相談係》
　☎ 22‐1111（内線 314）

《児童虐待とは・・・？》
●　身体的虐待・・殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、おぼれさせる、家の
　外にしめ出すなど…
●　性的虐待・・子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど…
●　ネグレクト・・乳幼児を家に残して外出する、食事を与えない、ひどく不潔なままにする、自動車の中に放
　置する、重い病気になっても病院に連れていかない、他の人が子どもに暴力をふるうことなどを放置するなど…
●　心理的虐待・・言葉により脅かす、無視する、きょうだい間で差別的な扱いをする、子どもの目の前で家族
　に対して暴力をふるう（DV）など…

【子どもについて】
・いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする。
・不自然な傷や打撲の跡がある。
・衣類やからだがいつも汚れている。
・落着きがなく乱暴である。
・表情が乏しい、活気がない。
・夜遅くまで一人で家の外にいる。

【保護者について】
・地域などと交流が少なく、孤立している。
・小さい子どもを家においたまま外出している。
・子育てに関して拒否的、無関心である。
・子育てに関して強い不安や悩みを抱えている。
・子どものケガについて不自然な説明をする。

11 月は 「児童虐待防止推進月間」「児童虐待防止推進月間」です
～児童虐待は社会全体で解決すべき問題です～

《子どもや保護者のこんなサインを見落としてはいませんか？》

※「しつけ」が行き過ぎると虐待にあたることもあります。子育てにおいて、しつけと称して、叩いたり怒鳴ったりする
ことは、子どもの成長の助けにならないばかりか、悪影響を及ぼしてしまう可能性があります。

「子ども虐待防止　　　
オレンジリボン運動」

あなたの１本の電話
で救われる子どもが

います。
あなたの１本の電話

で救われる子どもが
います。

児童虐待かもと思っ
たらすぐにお電話く

ださい。
児童虐待かもと思っ

たらすぐにお電話く
ださい。
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⑩

　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ

■問合せ先
　《裁判員》
　鹿児島地方裁判所刑事部裁判員係
　☎ 099‐222‐7157
　《検察審査員》
　鹿児島検察審査会事務局
　☎ 099‐808‐3719

　それぞれの候補者は、選挙権を有する県民の中
からくじで選定されます。選定された候補者の方
へ、11月中旬頃に「裁判員候補者名簿への記載の
お知らせ」または「検察審査員候補者名簿への記
載のお知らせ」が届きます。
　国民が司法に参加する２つの制度です。ぜひ、
ご協力ください。
　なお、分からないことがありましたら、お問い
合わせください。

令和 4年度「裁判員候補者」または
「検察審査員候補者」に選ばれた皆さまへ

鹿児島県最低賃金が時間額「853 円」に
改正されました！

　鹿児島県最低賃金が、令和 4年 10月 6日から
時間額「853円」に改正されました。
　この最低賃金は、臨時、パート、アルバイトな
どすべての労働者に適用され、使用者は、最低賃
金額以上の賃金を支払わなければなりません。
　また、特定の産業の労働者と使用者に適用され
る特定（産業別）最低賃金は、高い方の最低賃金
額以上の賃金を支払わなければなりません。

■問合せ先
　鹿児島労働局賃金室
　☎ 099‐223‐8278

■予約・問合せ先
　種子島税務署
　☎ 22‐0440（自動音声案内に従い「2」を選択）

　「インボイス制度（適格請求書等保存方式）」は、
買手が仕入れに係る消費税額について、仕入税額
控除の適用を受けるために売手の事業者から交付
を受けた「適格請求書」等の保存を必要とする制
度です。
　令和５年 10月１日から導入され、昨年 10月 1
日から適格請求書発行事業者の登録申請の受付が
開始されています。
【説明会の開催】
① 11月 15日（火）14時～ 16時〈定員 10名〉
　 予約受付 11月 10日（木）17時まで
② 12月 13日（火）14時～ 16時〈定員 10名〉
　 予約受付 12月 8日（木）17時まで
【場所】種子島税務署 2階会議室（種子島合同庁舎）
※参加無料。新型コロナウイルス感染症等の拡大
等によって、開催が中止となる場合があります。
※事前予約制ですので、参加を希望する方は、ご
連絡ください。

消費税のインボイス制度
　　　　　　　登録申請受付中！

インボイス制度特設サイト 　SNSで市政情報を発信して
います。
　QRコードまたは、検索いた
だき、SNS一覧からご確認く
ださい。

西之表市　SNS

‐SNS による情報発信‐

鹿児島レッドリボン月間における
エイズ休日検査について

　県では、12月１日の「世界エイズデー」を挟む
11月 16日から 12月 15日までを「鹿児島県レッ
ドリボン月間」と定めています。
　西之表保健所では、この期間中にエイズの夜間
検査を実施します。検査は、匿名・無料で受ける
ことができ、時間は１時間程度です。検査をご希
望の方は、12 月 2 日（金）17 時までに電話等で
予約をお願いします。
　なお、新型コロナウイルス感染症の影響等によ
り、中止する場合がありますのでご了承ください。
【日時】12月 4日（日）10時～ 12時
【場所】西之表保健所

■問合せ先
■予約・問い合わせ先
　西之表保健所　☎ 22‐0018
　fax 22‐1846
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■申込・問合せ先
　市地域包括支援センター
　☎ 23‐5225

　必ずやってくる最期にむけて、大切な人のため
に、自分自身のために準備する方法を考えてみま
せんか？何を選んで何を話し合っておけば良いか
など、終活カウンセラーがエンディングノートを
活用して、書き方や考え方を整理するためのお手
伝いをします。ぜひご参加ください。
【開催日時】11月24日（木）13時30分～15時（受
付 13時 15分から）
【開催場所】西之表市役所 4階 403会議室
【講師】終活カウンセラー　矢吹 敦子氏
【持参するもの】元気度アップポイントカード、筆
記用具
【定員】15名
【申込期限】11月 15日（火）まで
※参加者にはエンディングノートを差し上げます。

～終活の準備～
エンディングノート体験講座

■申込・問合せ先
　市地域包括支援センター
　☎ 23‐5225

　体力測定を通して今の自分の体の状況を知り、
必要な体力アップのポイントを個別でお伝えしま
す。友人、同級生をお誘いの上、ぜひご参加くだ
さい。
【開催日時】11月16日（水）10時～11時30分（受
付 9時 30分から）
【開催場所】市民体育館
【対象者】65歳～ 74歳の方
【内容】体力測定（握力・立ち上がりテスト・開眼
片脚立ちテスト・口腔機能テスト等）、ミニ講話・
結果説明
【持参するもの】室内シューズ、飲み物、元気度アッ
プポイントカード
【申込期限】11月 9日（水）まで
※マスク着用、動きやすい服装でご参加ください。

体力測定で健康チェックしませんか？

■申込・問合せ先
　市役所高齢者支援課高齢者支援係
　☎ 22‐1111内線 330

　在宅で介護をしているご家族に対して、健康相
談や交流会等を行い、心身のリフレッシュを図り
ます。家族の介護をしている仲間と交流すること
で、日頃のストレスや悩みの解消のきっかけとな
るかもしれません。一人で悩まず、誰かと話す機
会を作りましょう。
　今回は、リフレ・サポーター（おむつアドバイ
ザー）によるおむつ交換についての講習会を開催
します。興味のある方は、ぜひ参加してみません
か？
【対象者】家族を介護している方
【開催日時】11月 18日（金）10時～ 11時 30分
【開催場所】老人福祉センター（西之表市桜が丘
7779番地 94）
【内容】おむつ交換についての講習、アンケート記入
【申込期限】11月 11日（金）17時 15分まで

家族介護者交流事業「ひなたぼっこの会」
を開催します

■問合せ先
福岡障害者職業能力開発校
　☎ 093‐741‐5431

　福岡障害者職業能力開発校では、障がいのある
方を対象に、職業訓練生を募集しています。
【応募資格】身体障がい、精神障がい、知的障がい、
発達障がい、高次脳機能障がい、難病などのある
方（手帳の有無は問いません）
【募集科目】① 3D‐CAD科、②プログラム設計科、
③商業デザイン科、④OA事務科、⑤流通ビジネ
ス科（流通ビジネス科音声パソコンコース）、⑥総
合実務科、⑦職域開発科
【訓練期間】1年間（②は 2年間、⑦は 6か月間）
【訓練定員】①～④ 20名、⑤ 30名（うち 5名は
音声パソコンコース）、⑥ 15名、⑦ 10名
【募集期間】11月1日（火）～令和5年1月12日（木）
【入校日】令和 5年 4月 11日（火）
※見学も受け付けています。お気軽にお問い合わせ
ください。

福岡障害者職業能力開発校の
職業訓練生を募集します
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　火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、11月９日（水）から 11月 15日（火）までの７日間、全
国一斉に秋の火災予防運動が実施されます。

１．寝たばこは絶対やめる。 
２．ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 
３．ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４．コンセントは、ほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

4 つの習慣

6つの対策
１．逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 
２．寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。 
３．火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。 
４．お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。
５．ストーブやこんろ等は、安全装置の付いた機器を使用する。
６．防火防災訓練への参加など地域ぐるみの防火対策を行う。

西之表消防署 熊毛地区消防組合

建物火災（うち住宅） 4（3） 7（5）

林野火災 1 1

車両火災 1 1

船舶火災 0 0

航空機火災 0 0

その他の火災 12 27

合計 18 36

火災件数　（令和 4年１月～ 9月）
　船舶火災、航空機火災の発生は 0件で
した。また、熊毛全体で火災による死傷
者は出ていません。
　これからの季節は空気が乾燥し、風が
強く、火災が発生しやすい日が多くなり
ます。各家庭においても、火の元、火の
取扱いには十分ご注意下さい。
　また、はかま焼き等を行う際は、消火
の準備等を確実に行い、消防署へ届出を
行って下さい。

西之表市の住宅用火災警報器の設置率は 67.3％（昨年 62％）
積極的な設置をお願いします！！
　皆さまの協力により設置率は向上していますが、住宅用火災警報器が正しく設置されていない住宅が見
受けられます。大切な命を守るために正しい位置に住宅用火災警報器を設置しましょう。設置箇所につい
ては次のとおりとなります。
・１階建て平屋住宅…「寝室」
・２階建て住宅………「寝室」および「階段（2階に寝室がある場合のみ）」

※住宅用火災警報器は令和 3年 5月で設置義務化 10年を経過しています。製造年から 10年を経過した住
宅用火災警報器は動作不良や故障の原因にもなりますので、交換をお願いします。
　ご不明な点がございましたらお問い合わせ下さい。

令和 4年 秋の火災予防運動を実施11/9 ～
　　11/15

「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」  (2022 年度全国統一防火標語 )

住宅防火　いのちを守る10のポイント ‐4つの習慣・6つの対策‐

■問合せ先　西之表消防署予防係　☎ 22‐0119
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地域ワークショップを開催
過疎化・少子高齢化などの地域課題に対する解決アイデアを検討する地

域ワークショップ 1回目を上西・下西・伊関・安納校区（9月 22日～ 25日）
で開催しました。昨年度に引き続き山浦晴男氏がファシリテーターを務め、
1回目に検討された解決アイデアをもとに実行計画を策定する 2回目は
10月 18日～ 21日に開催されます。

■問合せ先　市役所地域支援課 ☎ 22‐1111内線 214・215

　関西地方の本市出郷者が中心となって組織される「関西種子島あかおぎ会」の
ゴルフコンペが 9月 7日に兵庫県宝塚市で開催されました。
　今回 50回の記念大会となり、12名の参加者が楽しみながら全員ホールアウ
トすることができました。
　同会の河野博嗣会長は「総会についても、コロナ禍の影響により 3年連続中
止せざるを得ませんでした。来年こそは開催すべく計画中です。総会やゴルフ
への参加をお待ちしています」と話しました。

関西種子島あかおぎ会ゴルフコンペ開催

第 12回種子島ふるさと交流（ゴルフ）大会の中止について
　本市では、本市出身者や縁がある方と地元の方々が、ゴルフ大会を通して親睦を深めるとともに、さまざまな
情報交換を行うことで本市の発展につながることを目的とした交流大会を平成 23年から開催しています。しか
しながら、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、今年度の交流大会を中止させていただきます。

同窓会開催祝い品について（種子島ふるさと応援隊）
種子島ふるさと応援隊事務局では、本市で開催される各同窓会へ、開催祝い品として焼酎をお贈りしています。

ご希望される同窓会の方へはパンフレットの配布や、開催時の写真、報告書の提出をお願いしています。

～ 出 郷 者 会 だ よ り ～

住み続けたい地域づくりを
目指した活動を紹介します。

今月のテーマ　

津
波
に
つ
い
て

■問合せ先　市役所総務課防災消防係☎ 22‐1111内線 206

シリーズシリーズ
【第 7回】 防防 災災

～ 11月 5日は「津波防災」の日です！～
　テレビなどで「南海トラフ巨大地震」について問題とされています。
津波は台風などと違い、いつ起きるか分かりません。もしかしたら津波が
今日来るかもしれません。この機会に津波避難について計画を立て、備え
ておきましょう

※　市は海抜１０ｍ以下の地域等を率先避難対象地域と定めています。

●津波の警報について

　　●津波からの避難について
・すぐに安全な高台へ避難しましょう！
 津波警報、大津波警報が発表されたらすぐに避難を開始してください。
・避難はできるだけ徒歩で行いましょう！
 渋滞による逃げ遅れ防止、事故防止、緊急車両の通行のためにご協力ください。
・津波が見えてからでは手遅れです！
 沿岸での津波の速度は時速３６ｋｍ（１００ｍ１０秒相当）と言われています。

防災マップや津波等災害に関する資料は
西之表市ホームページにも掲載しています。

種類 津波の大きさ 避難行動
 大津波警報  ３ｍを超える  率先避難対象地域※の方は避難
 津波警報  １ｍを超え３ｍ以下  率先避難対象地域※の方は避難
 津波注意報  ２０ｃｍ以上１ｍ以下  海の中や海岸（海辺）の方は避難

詳しくはこちら　→
（市ホームページ）
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80
歳
代　

男
性
、
相
談
者
：
50
歳
代　

女
性
）

生
前
整
理
デ
ジ
タ
ル
遺
品
リ
ス
ト
を
作
り
ま
し
ょ
う

生
前
整
理
デ
ジ
タ
ル
遺
品
リ
ス
ト
を
作
り
ま
し
ょ
う

☆
ひ
と
言
ア
ド
バ
イ
ス

◆
終
活
の
一
環
と
し
て
、
端
末
の
ロ
ッ
ク
解
除
方
法
、
退
会
が
必
要

な
サ
イ
ト
と
そ
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ネ
ッ
ト
関
連
の
金
融
資
産

な
ど
に
つ
い
て
ノ
ー
ト
な
ど
に
記
し
、
家
族
な
ど
に
伝
え
る
手
段
を

講
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
遺
族
の
方
は
、
ま
ず
契
約
先
に
手
続
き
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
２
】

　

亡
く
な
っ
た
夫
が
利
用
し
て
い
た
決
済
ア
プ
リ
の
残
高
が
10
万
円
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
夫
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ロ
ッ
ク
が
解

除
で
き
な
い
た
め
詳
細
が
確
認
で
き
な
い
。

（
契
約
当
事
者
：
70
歳
代　

男
性
、
相
談
者
：
60
歳
代　

女
性
）

　
「
デ
ジ
タ
ル
遺
品
」（
デ
ジ
タ
ル
環
境
を
通
し
て
し
か
実
態
を
つ
か
め

な
い
遺
品
）
に
つ
い
て
、
遺
族
か
ら
、
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
が
わ
か
ら

ず
定
期
購
入
や
月
額
制
の
サ
ー
ビ
ス
を
ス
ム
ー
ズ
に
解
約
で
き
な
い
、

ロ
ッ
ク
が
解
除
で
き
ず
端
末
内
の
電
子
マ
ネ
ー

や
ネ
ッ
ト
取
引
の
状
況
が
把
握
で
き
な
い
な
ど

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様

等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご
自
身
の

国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
、
ご
家
族
の

保
険
料
に
つ
い
て
も
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上
と
て
も

有
利
な
だ
け
で
な
く
、
老
後
は
も
ち
ろ

ん
不
慮
の
事
故
な
ど
、
万
一
の
と
き
に

心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険

料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
き
ち
ん
と

納
め
ま
し
ょ
う
。

発送時期 対象者

①
令和 4 年 10 月下
旬から 11 月上旬
にかけて順次発送

令和 4 年 1 月 1 日から令和
4年 9月 30 日までの間に国
民年金保険料を納付した方

② 令和5年 2月上旬

令和 4年 10月 1日から令和
4 年 12 月 31 日までの間に
国民年金保険料を納付した方
（①の対象者は除く）

よ
く
あ
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
源
泉
徴
収
票
は
い
つ
発
送
さ
れ
ま

す
か
？

Ａ
．
令
和
５
年
１
月
中
旬
か
ら
１
月
下

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
発
送
さ
れ
る

予
定
で
す
。

⑯市政の窓 2022.11 月号
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本
試
験
は
、
実
際
の
打
上
げ

で
使
用
す
る
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
初

号
機
の
機
体
を
用
い
た
総
合
シ

ス
テ
ム
試
験
で
、
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

場
の
第
２
射
点
で
行
い
ま
す
。

　

第
１
段
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
Ｌ

Ｅ-

９
エ
ン
ジ
ン
を
燃
焼
さ
せ

ま
す
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
が
飛
ん
で

い
か
な
い
よ
う
に
固
定
を
し
ま

す
。

　

地
上
設
備
と
ロ
ケ
ッ
ト
の
接

続
が
取
れ
て
い
る
か
、
Ｌ
Ｅ-

９
エ
ン
ジ
ン
が
き
ち
ん
と
燃
焼

し
て
い
る
か
な
ど
を
、
実
際
の

フ
ラ
イ
ト
に
近
い
状
態
で
試
験

し
ま
す
。

第
１
段
実
機
型
タ
ン
ク
ス
テ
ー
ジ

燃
焼
試
験
（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
）
を
行
い
ま
す

（
本
文
の
内
容
は
10
月
５
日
時
点
）

▲H3ロケット打ち上げのイメージ図

　

今
回
実
施
す
る
Ｃ
Ｆ
Ｔ
を
無

事
に
終
え
る
と
、
い
よ
い
よ
ロ

ケ
ッ
ト
に
人
工
衛
星
を
搭
載
し
、

打
上
げ
に
臨
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

本
試
験
実
施
の
際
は
、
安
全

の
た
め
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

内
の
立
入
り
規
制
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
最
新
の
情
報
に
つ
き

ま
し
て
は
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

９
・
10
月
に
領
収
試
験
を
終

え
た
Ｌ
Ｅ
‐
９
エ
ン
ジ
ン
や
、

９
月
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

へ
搬
入
さ
れ
た
衛
星
フ
ェ
ア
リ

ン
グ
を
取
り
付
け
ま
す
。
前
回
、

極
低
温
点
検
で
使
用
し
た
、
断

熱
材
を
塗
布
し
て
い
な
い
黒
色

の
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
は
な
く
、

今
回
は
断
熱
材
を
塗
布
し
た
フ

ラ
イ
ト
用
の
白
色
の
フ
ェ
ア
リ

ン
グ
を
使
用
し
ま
す
。

▲衛星フェアリング出荷
　　　　　　©KHI 播磨

▲宇宙センターHP

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　自分の人生を自分で決め、尊厳をもって過ごす
ことは、介護の必要の有無に関わらず誰もが望む
ことです。しかし、現実には、家族や親族などが
高齢者の人権を侵害する「高齢者虐待」が社会的
問題となっています。あなたの身近にも、そのよ
うな方はいませんか？
　「高齢者虐待」は、虐待をしている方に自覚があ
るとは限りません。家族や親族などが、ちょっと
したことやケアの方法が分からない、高齢者のた
めになると思ってしている不適切な対応などが積
み重なることで、高齢者に大きな影響を与えるこ
とがあります。
　高齢者虐待の予防、早期発見には高齢者やその
家族を「孤立させない」ことが大切です。高齢者
虐待と思われる行為や、気になる高齢者や家族が
いる場合は、地域包括支援センターへご相談くだ
さい。

高齢者虐待について
《高齢者のサイン》
□身体に不自然なあざや傷、やけどの跡が頻繁に
みられる。
□わずかなことにおびえやすい。
□「怖いから家にいたくない」などの訴えがある。
□住んでいる家が極端に不衛生である。
□いつも汚れている、やぶれた洋服を着ている。
□不規則な睡眠の訴えがある。
□経済的に困っていないのに、「お金がない」と訴
え、利用負担のあるサービスを利用したがらない
など。
《介護者のサイン》
□高齢者の世話や介護に対する拒否的な発言をし
ばしばしている。
□高齢者に対して過度に乱暴な口のきき方をする。
□家から高齢者や介護者・家族の怒鳴り声や悲鳴
などが聞こえる。
□高齢者に面会させないなど。

虐待予防・早期発見のチェックリスト

⑰ 市政の窓2022.11 月号



広告広告

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
8
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

小
山
田　

幸
人
現
和
上
之
町
小
山
田　

ト
ミ
子

和
田　

正
人

大
阪
府

和
田　

幸
夫

中
川　

ま
ゆ
み
神
奈
川
県
古
元　

数
子

河
野　

チ
ヅ

西
町

松
井　

ユ
ク

牧
瀬　

文
子

大
野

牧
瀬　

重
信

濱
松　

良
文

榕
城
中
目
濱
松　

文
男

船
川　

信
子

松
畠

船
川　

文
二

長
野　

幹
彦

里
之
町

長
野　

幸
子

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄

附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会

福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

中
目　

将
平　
　
　

中
西

　
　

＆

海
江
田　

絢
乃　
　

伊
佐
市

  
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
10
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
10
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
10
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）
（
母
）

（
住
所
）

小
川　

湊そ
う
た詩

男
哲
哉
知
奈
未
野
首

松
尾　

蒼そ
う
す
け佑

男

勇
佑
あ
や
の
上
之
原
町

田
中　

蒼あ
お
と人

男

利
宗
加
奈

鴨
女
町

山
中　

暖あ
つ
と登

男

大
輔
晴
菜

上
之
原
町

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

燃
脇　

ヤ
ス
子

97

上
之
原
町

山
口　

繁
晴

87

軍
場

坂
元　

富
雄

86

平
田

松
元　

美
和

100

塰
泊

秋
山　

タ
エ
子

80

大
崎

小
川　

ト
シ
エ

101

西
町

岩
坪　

美
次

85

塰
泊

荒
河　

寬

72

湊

広告広告

　
　

ハ
ツ
エ

94

松
畠

髙
石　

ア
イ
子

87

国
上
中
目

栁
田　

継
男

70

城

赤
木　

健
市

71

庄
司
浦

長
谷
川　

喜
晴

71

洲
之
崎

大
河　

信
義

86

湊

原　

健
二
郎

75

峯

石
元　

和
子

87

池
之
久
保

平
石　

リ
ツ

90

中
野

竹
下　

ふ
じ
え

89

西
町

沖
田　

勉
男

93

沖
ケ
浜
田

永
松　

宰

91

池
之
久
保

〇
労
災
保
険
は
、
労
働
者
の
業
務
中
ま
た
は

〇
労
災
保
険
は
、
労
働
者
の
業
務
中
ま
た
は

通
勤
時
の
災
害
に
対
し
、
雇
用
保
険
は
、
労

通
勤
時
の
災
害
に
対
し
、
雇
用
保
険
は
、
労

働
者
が
失
業
し
た
、
ま
た
は
育
児
休
業
や
介

働
者
が
失
業
し
た
、
ま
た
は
育
児
休
業
や
介

護
休
業
に
よ
り
賃
金
が
低
下
し
た
場
合
等
に

護
休
業
に
よ
り
賃
金
が
低
下
し
た
場
合
等
に

必
要
な
給
付
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所

必
要
な
給
付
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所

向
け
に
は
各
種
助
成
金
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

向
け
に
は
各
種
助
成
金
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

〇
ま
だ
加
入
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
事
業

〇
ま
だ
加
入
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
事
業

主
の
方
は
、
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ
ロ
ー

主
の
方
は
、
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ワ
ー
ク
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
１
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事

※
１
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
は
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
保
険
）

業
主
は
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
保
険
）

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

11
月
は
『
労
働
保
険
未
手
続
き
事
業

一
掃
強
化
期
間
』
で
す

金
子　

久
二
弘　
　

大
平

　
　

＆

永
濵　

ま
り
こ　
　

美
浜
町

【
問
合
せ
先
】
鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

【
問
合
せ
先
】
鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
　
　
　
　

☎
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
６

　
　
　
　
　

☎
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
６

戸籍の窓

⑱市政の窓 2022.11 月号



暮らしの窓 台
風
の
備
え
終
り
て
床
に
つ
き
一
人
の
闇
に
お
守
り
抱
く

蝉
の
声
小
さ
く
な
り
ゆ
く
こ
の
頃
か
吾
の
出
番
と
赤
と
ん
ぼ
舞
う

霜
月
の
浦
田
ブ
ル
ー
に
会
い
に
行
く
魅
惑
の
海
が
砂
丘
の
先
に

月
の
光
に
ス
ス
キ
を
眺
め
お
だ
ん
ご
を
家
族
で
食
べ
る
秋
の
夜
な
り

富
士
山
の
観
覧
車
回
れ
よ
回
れ
君
に
は
一ひ

と
ひ日
我わ

れ
に
は
一
生
想
い
出
に

入
院
の
妻
の
不
在
に
ふ
と
思
う
先
に
逝
か
れ
し
時
の
暗
や
み

亡
き
母
の
好
き
だ
っ
た
花
ひ
が
ん
花
今
年
も
土
手
に
群
れ
て
燃
え
咲
く

わ
が
胸
に
生
き
続
け
を
る
夫
と
息こ子
の
声
な
き
闇
に
迎
へ
火
を
焚
く

八
十
路
な
る
媼
の
針
の
た
し
か
な
り
手
毬
の
面
に
椿
咲
き
ゆ
く

秋
嵐
過
ぎ
て
澄
み
空
満
天
の
星
空
仰
ぎ
夜
明
け
待
つ
の
み

わ
が
庭
の
プ
ー
ル
に
遊
ぶ
孫
の
め
ぐ
り
ト
ン
ボ
寄
り
来
て
秋
を
感
じ
る

穏
や
か
に
自
然
を
求
め
安
ら
ぎ
の
余
生
を
送
る
努
力
お
し
ま
ず

山
藤
は
う
す
紫
に
な
だ
れ
つ
つ
春
風
に
吹
か
れ
散
り
ゆ
き
に
け
り

秋
め
く
や
覚
悟
新
た
に
書
を
開
き

白
く
咲
き
紅
く
落
つ
る
や
酔
芙
蓉

秋
の
色
近
く
の
山
で
紅
葉
狩
り

鹿
児
島
市
・
宇
都　

待
子

鹿
児
島
市
・
大
山　

貴
美
子

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

松
畠
・
川
野　

由
美
子

静
岡
県
富
士
市
・
久
保
下　

キ
ヨ
子

埼
玉
県
・
上
妻　

茂
香

桜
が
丘
・
下
玉
利　

明
子

榕
城
中
目
・
下
村　

タ
ミ
子

朝
日
が
丘
・
中
村　

ツ
ヤ

宮
崎
県
宮
崎
市
・
長
友　

幸
憲

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

本
立
・
吉
永　

タ
ツ
子

中
野
・
鏑
木　

康
子

鹿
児
島
市
・
用
貝　

幸
奈

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
て
る
こ

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　0件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　81件
うち急病　53件

9月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓

発生件数　   2 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   2 人

10月10日現在（累計）
交交通事故通事故（人身事故）

広告広告

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,556 3,955 7,511 3,917
上西 228 247 475 274
下西 1,003 1,086 2,089 1,149
国上 479 497 976 552
伊関 183 202 385 215
安納 173 176 349 198
現和 547 576 1,123 636
安城 147 138 285 161
立山 45 37 82 47
中割 36 34 70 51
古田 149 179 328 177
住吉 372 431 803 462

［校区別］

［人口］
全体 14,476 人（－ 15）
男性 6,918 人（－ 8）
女性 7,558 人（－ 7）
［世帯数］
7,839 世帯（＋6）
（　）内の数字は前月比

9月末現在
人人口・世帯口・世帯

区　分 島内産 島外産
入荷量 14トン 4トン（29％）10トン（71％）

取引額297万円 96万円
（32％）

201 万円
（68％）

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根 菜 類 174 102 1,051 222
葉 茎 菜 類 81 60 1,932 286
果 菜 類 947 228 1,348 398
そ の 他 2,846 446 3,188 565
小 計 4,048 836 7,519 1,471

果
物
類

かんきつ類 15 3 463 105
果 瓜 類 52 8 262 29
そ の 他 122 56 1,163 226
小 計 189 67 1,888 360

鳥卵・加工品等 44 20 516 177

花　類 3,749
本 34 0

本 0

　

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、
種
子
島

公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
11
月
の
休
み
》
3
日
・
6
日
・
9
日
・
13
日
・
16
日
・
20
日
・

23
日
・
27
日
・
30
日

青果状況【9月】種子島公設地方卸売市場☎ 22‐0216

⑲ 市政の窓2022.11 月号
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広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

18
Ｐ
か
ら
続
く

シオン学園

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

日昇製糖工場
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